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一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
八
月
四
Ⅱ
、
ド
イ
ツ
人
医
師
フ
ィ
リ
ッ
プ・フランッ・フォン・シーボルト（囿亘一一石岡日日ぐ目
の】①す。］。」『①①‐屋霊）は、息子アレキサンダー（シ］①恩己①円
甸邑貝ぐ・口の】のす。一二」震①‐』①］』）を伴って、一一一○年ぶりに再来
日
し
た
。
そ
の
数
ヵ
月
後
に
、
彼
は
長
崎
出
島
で
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
を
創
設
し
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
道
の
研
究
者
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
発
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
眼
に
し
た
文
献
で
は
、
古
賀
十
二
郎
著
「
長
崎
洋
学
史
』
上
巻
長
崎
学
会
編
（
長
崎
文
献
社
昭
和
四
八
年
再
版
）
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
リ
ー
ン
の
論文「シーポルトと日本の開国一八四三’一八九乱」、板
倉
雅
宣
の
詳
細
な
論
文
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
み
る
長
崎
の
印
刷
法
政
史
学
第
七
十
一
号
は
じ
め
に
研究ノート
フォン・シーポルトが創設－した出島オーフンダ印刷所
技術と協製」、それにハンス・ケルナーの著書『ヴュルッ
ブルグのシーポルト家一八・一九世紀の学者一鑓』などで
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
中
に
概
略
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
事
業
の
開
始
は
分
か
る
と
し
て
も
、
印
刷
さ
れ
た
書
籍
の
状
況
や
印
刷
所
廃
業
ま
で
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
な
お
取
り
残
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
諸
問
題
に
つ
い
て
、
『
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
ダ
イ
ン
家
所
蔵
シ
１
ボ
ル
ト
関
係
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
』
に
収
載
の
〈
シ
ー
ポ
ル
ト自筆〉「私の手で出島に開設されたオランダ印刷所」房
二・・円且（の□①国冒：己的の凰嗅の農ｚ①ロ①Ｈ言ＱｍＳの冒昊肝卑．〈写
真
１
、
上
〉
に
関
連
す
る
印
刷
物
お
よ
び
関
係
の
書
簡
類
、
さ
ら
に
呉
秀
三
箸
「
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
』
乙
編
（
吐
鳳
堂
石
山
禎
六八
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シ
ー
ポ
ル
ト
は
再
来
日
の
前
年
（
一
八
五
八
年
）
六
月
二
○
日
に
、
ボ
ン
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
秘
書
官
宛
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
私
は
私
の
見
込
に
て
重
要
と
恩
ふ
著
述
の
出
版
・
石
版
術
・
印
刷
工
場
の
管
理
及
び
重
な
る
和
蘭
書
籍
商
と
外
国
商
人
と
の
取
引
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
ら
日
本
の
書
籍
（５）
貿易に携はることに努力致」（「出島爪畦蘭語文書ｚ○・四ｍ」）
と
述
べ
、
一
二
月
八
日
に
は
ボ
ン
、
マ
イ
ン
ッ
、
ス
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ラ
イ
デ
ン
の
各
都
市
か
ら
様
々
な
品
物
を
用
意
し
た
。
一
二
月
二
○
日
に
は
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
に
対
し
て
荷
物の計算書を送り、事務手続を済ませ、引続き一一一月三一
日
に
は
印
刷
器
具
、
文
房
具
、
図
引
用
具
な
ど
を
送
付
（
「
出
島
爪
畦藺語文書ｚ・甑」）した。さらに、翌年（一八五九年）二
月一一一日には、同会社理事トラクラネン月日盲目①ロ（生没
年
不
詳
）
宛
に
、
日
本
へ
の
送
品
七
箱
の
内
容
を
報
告
し
、
そ
の
内
の第五箱に「印刷用紙・書書用紙（二一一一りし凡）及び日本
大
正
一
五
年
）
に
見
ら
れ
る
史
料
、
そ
の
他
の
文
献
等
々
を
参
照
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
文
中
に
あ
る
く
〉
内
の
記
述
は
、
筆
者
に
よ
る
注
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
川
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）
シ
ー
ボ
ル
ト
の
印
刷
事
業
準
備
と
印
刷
技
師
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
タ
イ
プ
字
型
に
有
之
、
私
は
出
島
に
あ
る
印
刷
機
械
に
て
小
ぺ
こ
き
論
文
を
（８）
ほゃ出版致候積に御座候」（「出島爪畦藺語文書三・・四骨）と
（ｑ〉）
し
て
、
口
山
本
の
活
字
を
持
参
し
て
、
長
崎
出
島
で
出
版
印
刷
を
試
み
た
い
と
記
述
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
再
来
日
す
る
に
あ
た
り
、
自
ら
日
本
の
書
籍
貿
易
に
携
わ
り
、
日
本
に
お
い
て
印
刷
事
業
の
経
営
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
再
来
日
し
た
シ
ー
ポ
ル
ト
は
、
や
が
て
長
崎
滞
在
の
オ
ラ
ン
ダ
人
印刷技師ゲ・インデルマウル（⑦．日口の目］目①巨麗］‐］謡⑫）
と
出
会
い
、
日
ら
の
Ｈ
本
に
お
け
る
印
刷
事
業
の
経
営
と
書
籍
貿
易
に
つ
い
て
語
り
、
印
刷
工
お
よ
び
植
字
工
と
し
て
任
務
に
従
事
す
る
よ
う
要
請
し
た
□
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
出
身
の
印
刷
技
師
で
家
業
は
印
刷
業
で
あ
っ
た
。
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
九
月
一
三
日
、
カッテンディケ（ヨ「・］・○四三の［国三のｍのごく目【呉〔①□且【①
』の』①‐」霊①）を長とする海軍伝習所第一一次教官一行に看護
長
（
病
人
の
ベ
ッ
ト
付
添
い
、
医
官
の
補
助
）
と
し
て
来
日
し
た
。
そ
の
際
に
新
活
版
印
刷
機
、
欧
文
活
字
、
イ
ン
キ
、
用
紙
な
ど
を
持
（、）
参
し
て
、
西
洋
式
の
印
刷
を
行
な
い
見
せ
て
い
る
。
彼
は
ル
ヨ
時
、
長
崎
で
は
早
業
活
版
師
と
い
わ
れ
、
印
刷
の
技
術
は
実
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
で
印
刷
の
伝
習
を
受
け
た
日
本
人
は
著
し
い
進
歩
を
見
（、）
せ
た
と
い
う
。
彼
は
一
八
五
九
年
一
二
月
一
口
川
ま
で
、
出
島
で
海
軍
六
九
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伝
習
所
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
退
任
前
の
一
○
月
三
○
日
に
シ
ー
ポ
ル
ト
の
下
で
印
刷
技
師
と
し
て
従
事
す
る
契
約
を
交
わ
し
た
。
そ
の
契
約
文
書
は
「
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
所
蔵
シ
ー
ポ
ル
ト
関
係
文
書
」
の
中
に
、
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ルとの合意文書」（原文は手稿の闘勉）〈写真２、下〉とし
て
現
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
下
記
署
名
著
た
る
私
〈
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
〉
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ァ
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
看
護
人
と
し
て
の
任
務
を
解
か
れ
た
後
、
自
ら
進
ん
で
同
地
か
ら
日
本
へ
戻
り
、
下
記
に
署
名
し
た
ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
下
で
、
出
島
ま
た
は
別
の
地
で
活
版
印
刷
機
を
使
い
印
刷
工
、
植
字
工
と
し
て
、
以
下
の
条
件
で
任
務
に
従
事
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
宣言する。
「
出
島
に
到
着
し
た
最
初
の
日
か
ら
二
年
間
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
期
間
に
従
事
す
る
こ
と
。
（
両
者
の
契
約
が
終
わ
る
一
年
前
に
、
契
約
が
一
年
後
に
終
わ
る
こ
と
を
確
認
し
合
う
こ
と
を
条
件
に
し
た
場
合
）
ま
た
上
記
の
任
務
と
そ
れ
に
関
す
る
す
べ
て
の
任
務
、
そ
し
て
こ
の
事
業
が
要
求
す
る
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
約
束
す
る。
二
、
出
島
到
着
の
日
か
ら
毎
月
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー
の
署
名
付
き
支
払
い
が
な
さ
れ
る
こ
と
。
支
払
い
方
法
は
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
法
政
史
学
第
七
十
一
号
が
ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
請
求
額
を
支
払
う
の
と
同
じ
形
で
行
な
わ
れ
る
。
三
、
オ
ラ
ン
ダ
弁
務
官
〈
ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ン
ヶ
ル
・
ク
ルティウス］目四目＆丙己○二①Ｒｎロ旦冒の］⑭』山‐』、「①〉が決
め
る
と
こ
ろ
の
家
屋
に
住
む
こ
と
。
四、最後に政府〈オランダ領インド政府〉から署名を受け
た者の仲介を受け、バタヴィアから日本への船賃を無料
で
通
航
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
母
国
へ
の
長
い
航
海
の
た
め
に
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
が
支
払
わ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
今
、
合
意
し
た
任
務
の
年
月
を
考
慮
し
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
援
助
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
へ
提
案
し
た
。
〈署名〉ゲ・インデルマウル
〈署名〉ヨンクヘール・フィリップ・フランッ・フォン・
シ
ー
ポ
ル
ト
一
八
五
九
年
一
○
月
三
○
日
こ
の
合
意
文
書
に
よ
る
と
、
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
看
護
長
の
任
務
が
終
了
し
た
後
、
出
島
で
二
年
間
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
期
間
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
下
で
印
刷
工
、
植
字
工
と
し
て
任
務
に
従
事
す
る
こ
と
。
毎
月
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
。
オ
ラ
ン
ダ
弁
務
官
の
決
め
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
家
屋
に
住
む
こ
と
。
バ
タ
ヴ
ィ
ァ
か
ら
七
○
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日
本
へ
の
船
賃
は
無
料
で
通
航
で
き
る
こ
と
。
帰
国
に
際
し
て
は
、
を
受
領
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
七
月
二
五
Ⅱ
長
い
航
海
の
た
め
に
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
な
ど
の
に
囚
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
、
八
月
二
七
日
に
三
、
○
○
○
ギ
ル
Ⅲ項Ⅲが決められた。
グ
ー
、
そ
し
て
六
一
年
一
月
二
五
日
に
一
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
で
あ
こ
の
合
意
文
書
が
交
わ
さ
れ
た
同
じ
日
に
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
オ
ラ
る
。
彼
は
出
島
で
八
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
前
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
総
督
チ
ャ
ー
ル
ス
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
パ
貸
金
の
返
済
は
、
六
三
年
一
月
二
六
日
か
ら
四
月
二
六
日
ま
で
の
期
ユ
ゥ
（
ｅ
胃
］
の
印
甸
の
目
目
且
勺
昌
員
屋
ｇ
‐
屋
畠
）
宛
に
、
印
刷
事
間
に
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
総
領
事
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
業
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
財
政
的
援
助
を
要
求
す
る
書
簡
を
送
っ
ｓ
・
【
・
吊
三
茸
・
生
没
年
不
詳
）
は
、
当
面
シ
ー
ポ
ル
ト
に
川
島
に
た
。
翌
年
一
月
二
六
日
付
第
六
号
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
の
決
定
お
け
る
印
刷
事
業
を
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。
に
よ
っ
て
、
出
島
の
印
刷
事
業
の
開
設
と
維
持
の
た
め
に
、
無
利
子
二
シ
ー
ボ
ル
ト
の
印
刷
事
業
開
始
で
前
貸
金
と
し
て
一
○
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
ま
た
、
二
年
間
、
毎
年
四
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
’
八
五
七
年
（
安
政
四
）
’
二
月
、
長
崎
西
役
所
に
あ
っ
た
活
字
板
摺
立
所
は
、
江
戸
川
の
五
カ
所
宿
老
会
所
に
移
さ
舜塞露蓉露種説
〆彪１
》窺蠣蛎鯛水窪鰹繩舩艀艫
蒐
穆
真写
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）
５
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法
政
史
学
第
七
十
百
万
（ｕ）
つ
で
あ
る
。
そ
の
出
島
版
の
変
遷
の
跡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
他
の
研究者によって詳細な耐熱があるのでここでは省略する。
一八六○年（万延元）一月一○日（旧一一一月一八日）、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
不
運
に
も
仮
住
居
の
本
蓮
寺
一
乗
院
寝
室
で
発
生
し
（略）
た
火
災
で
火
傷
を
負
い
、
下
旬
ま
で
重
体
で
病
床
に
つ
い
た
。
こ
の
た
め
、
本
来
の
任
務
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
の
業
務
や
学
術
研
究
、
ま
た
自
ら
の
印
刷
事
業
の
開
設
も
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
火
傷
の
傷
が
癒
え
る
と
、
再
び
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の
分
野
に
着
手した。
古
賀
十
二
郎
の
著
述
に
よ
れ
ば
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
事
業
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
、
東
京
の
日
独
文
化
協
会
が
ベ
ル
リ
ン
の
Ⅱ
本
協
会
よ
り
借
入
れ
た
シ
ー
ポ
ル
ト
関
係
文
献
の
中
の
「
万
延
元
年
庚
中
年
六
月
廿
七
日
附
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
よ
り
長
崎
駐
在
の
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
宛
の
書
簡
と
同
年
同
月
同
日
附
の
岡
部
（Ⅳ）
駿
河
守
よ
り
シ
ー
ポ
ル
ト
宛
の
書
簡
」
の
二
通
を
取
り
上
げ
紹
介
し
（旧）
て
い
る
。
（
こ
の
書
簡
六
月
九
日
附
く
一
八
六
○
年
七
月
二
六
日
〉
二
而
、
シ
ー
ポ
ル
ト
活
版
所
丼
住
居
向
取
建
候
入
費
と
し
て
、
ド
ル
ラ
ル
引
換
替
方
申
立
候
一
一
付
、
其
許
一
覧
附
之
上
、
被
差
出
候
書
面
之
趣
披
閲
い
た
し
候
。
無
拠
筋
一
一
は
、
机
聞
候
得
共
、
普
請
為
入
用
引
替
候
儀
は
、
外
国
々
よ
り
滞
在
い
た
し
居
候
士
官
之
向
江
も
差
響
候
事
故
、
難
承
届
候
。
乍
併
兼
而
及
通
達
候
通
、
其
許
役
所
用
と
し
て
、
一
ヶ
月
ド
ル
ラ
ル
千
枚
宛
引
替
候
高
之
壱
分
銀
は
備
置
候
間
、
此
方
之
内
を
以
其
許
よ
り
シ
ー
ポ
ル
ト
江
振
向
ケ
遣
候
様
被
致
候
ハ
ヘ
、
都
合
一
一
可
相
成
哉
被
存
候
二
付
、
右
等同人より相談及候様申遣置候。依之此段折今方一一叩
進
候
謹
言
万廷元年〈一八六○年〉
岡
部
駿
河
守
六月廿七日〈八月一三日〉
い
・
か
・
て
・
ゐ
つ
と
君
（二）の書簡
活
版
所
沖
住
居
向
被
取
建
候
入
費
銀
引
替
之
儀
、
此
程
巾
被
申
聞
候
趣
は
、
無
餘
義
筋
二
存
候
得
共
、
外
々
響
合
も
有
之
候
一一付、今般別紙之通、貴国コンシュル、ヘネラール江
掛
合
候
間
、
尚
又
其
許
よ
り
同
人
江
被
折
今
候
方
可
然
哉
被
存
候
。
依
之
別
紙
掛
合
書
写
机
添
、
此
段
巾
進
候
不
具
。
刀
延
元
年
岡
部
駿
河
守
花
押
六
月
廿
七
日
よ
ん
く
へ
る
．
は
ん
・
し
い
ほ
る
と
君
こ
れ
ら
書
簡
に
つ
い
て
、
古
賀
十
二
郎
は
著
述
で
「
シ
ー
ポ
ル
ト
が
印
刷
所
並
に
住
居
取
建
の
件
に
就
い
て
、
六
Ⅱ
九
日
附
書
面
を
以
七
二
Hosei University Repository
て
、
入
費
と
し
て
ド
ル
取
替
の
件
を
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
へ
交
渉
し
た
結
果
、
奉
行
岡
部
氏
は
、
役
所
用
と
し
て
一
ヶ
月
千
ド
ル
づ
、
引
替
の
件
を
承
諾
し
、
右
額
だ
け
壱
分
銀
を
備
置
く
所
を
通
告
し
、
な
お
普
請
入
用
と
し
て
引
替
の
件
は
、
他
に
差
饗
が
あ
る
と
云
ふ
理
由
で
、
此
儀
は
承
届
難
し
と
、
六
月
廿
七
Ⅱ
附
の
書
翰
を
以
て
、
回
答
に
及
ん
だ
事
が
分
か
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
役
所
と
あ
る
の
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
所
を
意
味
す
る
や
う
で
あ
る
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
、
自
己
の
印
刷
所
と
し
て
、
出
島
阿
蘭
陀
印
刷
所
を
借
受
け
、
其
傍
に
、
己
の
住
宅
を
建
つ
る
と
云
ふ
老
へ
が
あ
っ
た
や
う
に
も
恩
は
れ
る
。
要
す
る
に
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
活
版
所
を
経
営
す
る
意
｛⑲）
士
心
を
も
っ
て
ゐ
た
事
だ
け
は
、
明
瞭
で
あ
る
」
と
考
察
し
て
い
る
。
八
月
（
Ⅲ
六
Ⅱ
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
出
島
の
印
刷
所
を
辞
任
し
た
蕊
灘↓:－‐一一一
囑諦鱗1Ｗ
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
） ｣■■珂生｡■■｡両■■記■■目か『P■ＪＰＦｈ￣『面■ﾛ缶､よ■同やか
げ｣リヰル城ワローPMh戸・１Ｕ・ＪｊＪｍＤ６汗１Ｍ‘ＩＬ刊、■牙両ｐｈｎし,山口,ＪＱｆＡ化JDPかP而・１，･ﾙﾜｨα･」■0Ｊ
炉｡h■Urｹﾞﾛﾙ■llPrU■q印｡'両ﾛﾛﾛﾛﾘﾁﾞﾛ』ゴーLP1p-IPPJ誌MlJ咄YPDIlPhl仁⑩円,ﾙPTI刊JPlPⅣ,ﾚﾑ症/ＭＦＵ
釦ＩＦ､押戸〃毎FP包脆llllddq⑰nrRJ1摘りn句HHD付f'７月lPlJPr岬曲〃戸nPjP丙P｢繭JdJﾙ山LP■PlUW1Ialf,
｣柿11句一FA母5J和オrrLLfJFrd■■■ＩＦ鈴『曲.砧■～■■ﾛJ1■Ｗ■FUfFE"■形仔■vUGp〃IIJ幻ﾖﾅP帝nJ､
戸冗ﾛ功一｡h～－口■･"－－出一一pzD4p｣PFP･HP･レーヴ｡⑰▽可｣j･PJ庁些内４０.▼｢口U2IJ孕
士■而刮j凸二別■凸司8士■』ぜ､丙一牢P－－－▼｣■■dpl刊－凶
llMU1UbPUD勺H1■U､印
」■よmpTpU■､hUE胡｡ＬＰ
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
を
雇
っ
て
、
念
願
の
印
刷
所
を
創
設
し
た
。
使用人として、日本人の印刷工ノブノスケ○・の三・三・日‐
ｐＣｍ－【の、ヨハチロウの・の．］○宮（の片目、ジョウタロウョ・の。］。
（幼）
日ＨＣの三人を一雇い入れた。
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
出
島
か
ら
シ
ー
ポ
ル
ト
宛
に
、
契
約
の
前
金
を受領したとして、次のような領収証を送ってい霊〈写真
３、上〉。
出
島
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
文
書
第
四
六
○
号
下
記
の
署
名
者
た
る
私
は
、
尊
敬
す
べ
き
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
氏から一八六○年一二Ⅱまでの四五○〈月給三ヵ月分〉ギ
ル
ダ
ー
の
金
額
を
契
約
の
前
金
と
し
て
受
領
し
た
こ
と
を
証
明
す
うＣＯ
写重訂ご鰯ijiiiiiiiiiiifliiiHbERLANn
蕊七一．
写真５（印I11U物）「'1]島印lⅡ所活
字兇本」一枚。
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一
八
六
○
年
一
二
月
〈
署
名
〉
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
この印刷所は出島のオランダ印刷所己①のヨニ①Ｈｚ＆①【‐
一四己のＳ①□日雲①曰として、商売をはじめた。これまでの
出
島
の
印
刷
所
と
区
別
し
て
、
こ
れ
を
シ
ー
ポ
ル
ト
版
と
名
付
（犯）
け
た
。
ま
た
三
九
種
類
の
活
字
を
載
せ
た
「
出
島
印
刷
所
活
字
見
本」百ケ①二の一目ぬぐ目二①ご冨己①一①三の【すのご・ａ①【日ぬぐ目・のロ
ミ①〔のｐｍＯ冨弓①一房のロぐ・・自信目、日］四一艶〈写真５〉の印刷
と併せてヱロロロ宛伊シヱロのｏ出向己困ご【【両用二〈オランダ印
肌肥〉〈写真４、下〉と称する説明文書も作成した。そこ
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
は
、
日
本
と
の
貿
易
と
日
本
に
お
け
る
科
学
的
向
上
の
恩
恵
を
ね
ら
い
、
署
名
者
た
る
私
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
の
利
用
を
可
能
に
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
こ
こ
に
謹
ん
で
商
人
の
方
々
と
文
学
愛
好
家
の
方
々
に
、
印
刷
物
の
見
本
と
印
刷
所
内
に
あ
る
活
字
見
本
を
提
供
し
、
さ
ら
に
新
た
な
設
備
に
対
す
る
関
心
を
築
き
、
広
く
一
般
ま
た
民
間
会
社
に
好
ん
で
利
川
さ
れ
る
よ
う
推
奨
し
、
そ
れ
ら
の
も
の
の
Ⅱ
標
を
達
成
す
る
こ
と
、
肚
界
貿
易
や
人
々
の
文
化
生
活
の
辨
及
を
促
進
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
も
のである。
出
島
一
八
六
○
年
八
月
法
政
史
学
第
七
十
一
号
シ
ー
ポ
ル
ト
が
開
設
し
た
印
刷
所
で
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
が
印
刷
し
た
も
の
に
、
前
述
の
「
川
島
印
刷
所
活
字
兄
本
」
が
あ
る
が
、
そ
れ以降の出版物はすべて印刷者の名を⑦の号昌二・・【の．旨‐
□の【日目【〈オランダ語〉とか旨已日の【一①宮【○・局己の日］四日
〈フランス語〉と印刷している。現存の印刷本としては四
冊
あ
る
が
、
こ
れ
を
印
刷
年
代
順
に
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る。
Ｈ「一八年六一年川島版、蘭Ⅱ便覧Ｈ記帳」
一
八
六
○
年
（
刀
延
元
）
八
Ⅱ
頃
、
最
初
に
着
手
し
た
の
が
ヨ
八六一年出島版、蘭Ⅱ便覧付Ⅱ記帳」ｚ①□①【一四己の＆①①二四‐
己目のＳ①シ一日目罠ぐ。。【声①（］四閂』の臼》□①の一日四・〔①【Ｚ＆の【一四己‐
のＳの□日冨①且］函臼．（一六・六センチ×九・九センチ、洋
紙
洋
装
本
二
二
八
頁
）
と
称
す
る
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
た
め
の
〃
日
記帳“である〈写真６、上〉。その一扉裏に○両□宛□【『
ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
印
刷
に
お
け
る
手
順
に
つ
い
て
は
、
印
刷
技
師
の
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
と
協
議
し
、
ま
た
書
籍
出
版
に
関
す
る
こ
と
は
、
署
名
者
た
ち
と
協
議
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
三
シ
ー
ボ
ル
ト
の
印
刷
所
で
出
版
し
た
印
刷
本
七
四
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鰊 Ｉ鍛騨ｒＩｌ！．「ん序腰化
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）
師｡噸AWi鰹
Ｍｘ)1111上Ｔ｣AAII
IlIi
lg霧）
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■合しし型５鰯腱 Ｍ{｣ﾛ⑰3ＭJ｣jlLJLjWII u－－や－F---Ｆ▲.轌矼Ｆ～」"
｢ロ記'1辰の扉裏」の左下lMIlにＧＥ－
ＤＲＵＫＴＤＯＯＲＧＩＮＤＥＲＭＡＵＲ
と明記してある。
写真６「蘭１１便覧付l]記'帳の扉」〈ドイ
ツのポフム大学東亜学研究所所
蔵〉。
写真７
□
○
○
幻
Ｐ
曰
□
国
皀
辰
己
両
〈
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
よ
る
印
刷
〉
と
印刷がしてある〈写真７、下〉・巻頭には便覧の記事があ
り、その記事には（１）王室誕生Ｒ（２）七曜日表（３）
キリスト教祭日（４）日本の祭日（５）出島におけるＨ出
川没表（６）Ⅱ本国、大日本大島（口本、九州、四国）、
小島（対馬、佐渡、淡路、種子島、壱岐、隠岐、屋久島、
大島、八丈島、五島、天草、平戸）、属島（蝦夷、樺太）
隣国（琉球、高麗）、（７）長崎における海水の高低（８）
磁針の偏差度（長崎・下田、横浜、箱館）（９）出島にお
ける気象観測表（平均気温、風向、雨量）（、）日本の度
量衡および貨幣（ｕ）一八六一年一川一日現在出島、飽の
浦製鉄所、長崎、神奈川在住者名簿などが掲載されてい
る。この日記帳は、おそらく同年一二月頃までに印刷を終
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
翌
年
二
八
六
一
年）一月一日から一年間、「蘭文日記」、「独文日記」、「蘭
独混合文日記」と分けて一一一雁使用しているからである。
〃日記帳〃は濃灰色の麻布張りクロースであるが、これ
が何部印刷されたのか川らかではない。おそらくこの年限
り
で
、
そ
れ
以
降
の
出
版
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
本
は、現在シーポルト使用の三冊がドイツのポフム大学東亜
学研究所図書室に所蔵されているが、オランダのライデン
上
Ⅱ
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民
族
学
博
物
館
に
は
、
年
に
数
行
の
書
き
込
み
の
あ
る
一
冊
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
の
、
日
付
の
な
い
欄
に
シ
ー
ポ
ル
ト
自
筆
の
「
梅
毒
に
つ
い
て
」
の
見
聞
事
項
（
独
文
）
が
見
ら
れ
る
。
他
に
板
沢
武
雄
博
士
が
、
戦
前
、
ハ
ー
グ
の
王
立
植
民
地
研
究
所
所
蔵
の
、
鉛
筆
で
書
き
込
み
の
一
冊
を
詳
し
く
調
査
さ
れ
、
「
出
島
版
の
と
日
目
昌
」
（「学燈」昭和一六年二月）と題して紐他しているものあ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
”
日
記
帳
〃
は
く
□
せ
て
四
冊
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
一
月
八
日
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
オ
ラ
ン
ダ
通商会社駐川筆頭代剛人ポードウィン（シーワの耳巨の］＆自己①の
団
目
呂
旨
』
旨
①
‐
屋
①
①
）
を
介
し
て
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
一
分
銀
（汀）
一
○
○
枚
の
、
う
ち
、
現
金
で
Ⅲ
○
枚
を
支
払
っ
た
。
後
に
残
金
が
支
払
わ
れ
、
三
月
七
日
付
で
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
宛
に一分銀一四○枚の受領証を送っている〈原文は胤勉〉・
こ
れ
は
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
支
払
わ
れ
た
給
料
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
述
の
内
容
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
印
刷
所
に
関
わ
る
費
用
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
ロ「日本からの公開状」
同年八月、シーボルトの「日本からの公開状』ｓ①ご
言のぐのロ已二色目・］胃・二．ごｇｍ－のす。戸三①（すの〔ロ○三の（ぐ目
９①ロのＳＲＢぐの【・己のの一日囚）ｚの□①Ｒ一四己のＳ①□目罠①且』ｍの』．⑦①‐
法
政
史
学
第
七
十
一
号
ロ日【ａ。。【⑦』＆国日目【（一一五センチ×一六センチ、洋紙
洋
装
本
七
○
頁
）
が
出
島
の
印
刷
所
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
「
公
開
状
」
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
再
来
日
し
た
一
八
五
九
年
の
秋
か
ら
翌
年
夏
ま
で
の
時
期
の
印
象
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
や
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
宛
に
送
っ
た
報
告
書
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
序
文
、
第
一
公
開
状
「
日
本
に
お
け
る
金
の
問
題
に
つ
い
て
」
〈
一
八
五
九
年
二
月
二
七
日
、
長
崎
の
本
蓮
寺
にて蜘鍵〉、第二公開状「金貨小判の高騰ｌⅡ本における
オランダ貿易の現状と予測ｌ」〈一八六○年四月一八日、
長崎の本蓮寺にて執筆〉、第一一一公開状「オランダ王国海軍
の
分
遣
隊
ｌ
日
本
に
お
け
る
海
軍
士
官
教
官
、
お
よ
び
創
立
に
関
す
る
そ
の
実
地
修
練
な
ら
び
に
そ
の
王
国
に
お
け
る
海
寵
の
発
達
の
た
めにｌ」〈一八六○年六月一日、長崎の本蓮寺にて執筆〉、
第
四
公
開
状
「
江
戸
に
お
け
る
御
大
老
、
最
高
政
治
評
議
員
、
井
伊
掃
部
守
の
死
に
つ
い
て
ｌ
歴
史
的
・
政
治
的
観
点
か
ら
み
て
ｌ
」
〈一八六○年八月一二日、長崎付近の鴫滝別荘にて執筆〉
で
、
他
に
将
軍
家
慶
の
こ
と
か
ら
説
き
は
じ
め
、
井
伊
直
弼
の
出
自
、
あ
る
い
は
国
内
の
鎖
国
か
開
国
か
の
議
論
を
め
ぐ
る
動
揺
な
ど
の
記
述
、
歴
代
将
軍
初
代
徳
川
家
康
か
ら
第
一
四
代
将
軍
家
茂
ま
で
の
簡
単
な
紹
介
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
印
刷
本
の
出
版
部
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
刊
行
本
に
は
二
種
類
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
本
の
見
開
き
部
分
に
石
版
画
の
「
シ
ー
ポ
ル
ト
父
子
像
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
で
ある。石版画のない印刷本〈写真８、上〉は、戦前、長崎
大
学
経
済
学
部
教
授
武
藤
長
蔵
博
士
が
オ
ラ
ン
ダ
の
古
書
店
で
購
入
し
た
も
の
で
、
現
在
同
大
学
経
済
学
部
武
藤
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
博
士
は
自
著
の
中
で
「
こ
れ
は
長
崎
出
鴫
に
て
一
八
六
一
年
に
印
刷
さ
れ
た
後
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
が
或
る
和
蘭
（
又
は
独
逸
）
の
貴
族
に
贈
り
た
る
も
の
で
和
蘭
の
古
書
蝉
に
て
實
ら
れ
た
も
の
が
私
の
入
り
た
る
も
の
で
、
即
ち
長
崎
出
鴫
に
て
印
刷
せ
ら
れ
和
蘭
に
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
に
よ
り
贈
ら
れ
再
び
長
崎
在
住
の
私
の
手
に
戻
り
来
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
さ
ら
に
「
扉
に
和
蘭
某
貴
族
の
紋
章
入
の
印
あ
り
、
又
筆
者
即
ち
著
者
た
る
シ
ー
ポ
ル
ト
よ
り
自
著
献
呈
本
な
らんと思わるる自著の敵捌」があると書かれている・後
年
、
博
士
の
所
蔵
本
が
同
大
学
経
済
学
部
に
寄
贈
ざ
れ
武
藤
文
庫
発
足
を
機
に
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
。
昨
年
一
○
月
下
旬
、
筆
者
は
同
大
学
図
書
館
武
藤
文
庫
を
訪
れ
、
博
士
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
本
の
一
扉
側左上隅にぐ目９①□の呂且ぐ囚〈著者より〉のシーポルト自
筆
が
あ
る
の
を
確
認
し
た
。
な
お
、
他
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
図
書
室
に
も
、
武
藤
博
士
が
購
入
し
た
も
の
と
同
じ
石
版
画
の
な
い
印
刷
本
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど
も
、
お
そ
ら
く
シ
ー
ポ
ル
ト
が
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）
帰
国
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
一
八
六
一
年
に
出
島
で
印
刷
し
た
も
の
は
、
こ
の
石
版
画
の
な
い
印
刷
本
で
は
な
か
ろ
う
か
。
もしこれが事実であれば、海外ではミュンヘン国立民族学
博
物
館
図
書
室
で
あ
り
、
国
内
で
は
長
崎
大
学
武
藤
文
庫
所
蔵
の
も
の
が
シ
ー
ポ
ル
ト
の
出
島
で
印
刷
所
し
た
唯
一
の
貴
重
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
後
こ
の
よ
う
な
シ
ー
ポ
ル
ト
自
署
の
献
呈
本
や
出
島
の
印
刷
本
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
図
書
館
や
諸
機
関
、
そ
の
他
の
場
所
で
見
つ
か
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
石
版
画
掲
載
の
も
の
〈
写
真
９
、
中
〉
は
内
外
に
多
く
現
存
す
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
ポ
フ
ム
大
学
東
亜
学
研
究
所
図
書
室
、
大
英
博
物
館
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
、
長
崎
県
立
シ
ー
ポ
ル
ト
大
学
図
書
館
、
財
川
法
人
東
洋
文
庫
、
横
浜
開
港
資
料
館
、
国
立
国
会
図
書
館
貴
重
室
な
ど
で
あ
る
。
石
版
画
掲
載
の
印
刷
本
一
扉
凹
面
下
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る。石版帥ヤン・ヘンドリク・ホフマイスター白目西目‐
＆【】戸田・毎口①一ｍ（の【」、田‐』①三）と石版印刷担当のヤン・ダ
ム・ステーエルヴアルト（］目・冨日］目の（の巨目三四一口』雪①‐
屋
宅
）
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
、
い
ず
れ
も
出
島に滞在したという記録がないので、明らかに印刷本の一
八
六
一
年
と
い
う
出
版
年
に
は
疑
問
が
生
じ
る
。
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写真９内外の図書館などに多く所
蔵の石版画「シーボルト父
子像」付の本。〈財卜１１法人
東洋文庫所蔵より撮影>。
写真８出島の印刷所で出版された国
内唯一の貴重本と思われる。
〈長崎大学経済学部武藤文庫
所蔵>。
石
版
師
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
大
著
「
日
本
植
物
誌
」
の
原
図
や
「
日
本
動
物
誌
』
の
甲
殻
類
の
図
版
を
担
当
し
た
人
物
で
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
息
子
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
、
後
年
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
た
際
、
日
本
で
撮
影
の
銀
板
写
真
〈
写
真
Ⅲ
、
下〉を見せて、これを石版川に描かせたものと思われる。
彼
は
、
父
シ
ー
ポ
ル
ト
が
出
島
で
印
刷
し
た
未
装
丁
の
「
公
開
状
」
の
残
部
を
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ
に
「
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
像
」
の
石
版
画
を
加
え
て
、
ラ
イ
デ
ン
の
セ
イ
ト
ホ
フ
Ｓ
・
二・段岳。魚（①缶の］』①ロ）書籍印刷所で、印刷したものと思わ
れ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
石
版
師
た
ち
が
銀
板
写
真
を
裏
返
し
の
状
態
で
描
い
て
い
る
た
め
、
「
父
子
像
」
は
逆
の
状
態
で
刷
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
原
版
は
、
現
在
ラ
イ
デ
ン
の
国
立
民
族
学
博
物
館
に
写真1０ ｢シーポルト父子の銀板写
真」息子アレキサンダーが
持参していたといわれる。
アレキサンダー箸「シーポ
ルト最後の日本旅行』掲救
より転写。
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所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
銀
板
写
真
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
箸
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト敢後のＨ本旅行」（原題己国・甸宛．ごＣｚの崗団ＣＦＱｍ
Ｆ向月日目向宛国の両ｚシＣ出］シ勺」ど｛］、＄｜‐〕霊］ごｏｚｍ向三両ニレ
Ｐ
目
向
の
弓
向
ｚ
の
○
四
Ｚ
向
シ
Ｆ
向
歸
シ
ｚ
Ｃ
両
用
司
丙
両
目
出
向
宛
宛
ｚ
ご
Ｃ
ｚ
の閂向団○Ｆ□．・・国①【一言ら＆．）に掲載されている。その写真と
石
版
剛
の
「
父
子
像
」
と
を
比
較
す
る
と
、
一
目
瞭
然
そ
の
違
い
が
分
か
る
。
な
お
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
所
持
し
て
い
た
銀
板
写
真
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
木
簡
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ツ
ッ
エ
ペ
リ
ン
家
に
現
存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
印
刷
本
は
、
い
ま
だ
翻
訳
紹
介
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ「Ⅱ本に将来した書籍Ⅱ録」
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
に
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
「
Ⅱ
本
に
将
来
した書籍目録』、四三・ｍ口①ロ①｜』因一三・ｓ①邑①》シ壱・【芯①目
］ｇｏＰ己貝三・句丘・句・ロ①、］①ワ○一□・で○日の①。】ＲＪ－－の〔己①□のｍｍＱ‐
の□の①のつ豈昌の－０□色①〃ぬの。、門口ロケ一口巨①Ｐ①（すご○ぬ【四つゴーロロ①の①（つ○一一Ｉ
〔】□屋①の①【□の、巳□①＆口の一①の【①ｎヶ①【Ｃロ①の①（この８巨ぐの耳①ｍｍＱ①昌一‐
（ごロ①のロロロの、①〔向日ｐＨ①．□の凰日四百］つ［一日の【一①ｚのロ①Ｈ一四口□巴の①）
屋
皀
．
（
一
六
セ
ン
チ
×
一
二
セ
ン
チ
、
背
皮
厚
表
紙
、
洋
紙
洋
装
一○二頁）が出版されたく写真Ⅱ、上〉。書名の一扉裏には
三目日の宮［の．旨』の日］目①【〈インデルマウルによる印刷〉
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
川
）
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
籍
月
録
の
印
刷
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
前
年
江
戸
、
横
浜
滞
在
よ
り
長
崎
に
戻
っ
て
か
ら
南
ち
に
着
手
し
、
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
帰
る
五
月
七
、
以
前
に
、
終
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
□
こ
の
印
刷
本
は
自
然
科
学
、
地
理
学
、
人
類
学
、
政
治
学
な
ど
の
研
究
並
び
に
日
本
に
お
け
る
科
学
的
探
究
お
よ
び
発
見
の
参
考
文
献
の
た
め
に
持
参
し
た
も
の
で
、
印
刷
さ
れ
た
書
籍
Ⅱ
録
の
最
後
の
中
に
掲
げ
た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
に
関
す
る
諸著述」○皀日、①の□①三【』のの一ｓ。｜この巨二の］９．どの終わり
に
、
前
年
、
出
版
の
「
Ⅱ
本
か
ら
の
公
開
状
」
を
早
く
も
載
せ
て
い
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
武
藤
博
ｔ
の
「
西
勝
千
八
百
六
二
年
（我文久一一年）長崎出鴫の和蘭印刷所（目①【ｚ①□①冨己‐
のＳの□日冨①【一一》三宮言の国のｚｇの１目＆一ｍの）刊行二・田・□の
シ
ー
ボ
ル
ト
氏
蔵
書
Ⅱ
録
」
〔
特
に
（
１
）
政
治
、
経
済
、
農
業
、
工
業
技
術
、
商
業
（
２
）
太
平
洋
、
印
度
支
那
、
日
本
諸
国
航
海
記及其等地方事情に開する文献に就て〕と題した潔腿で詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
Ⅶ
蔵
書
Ｈ
録
の
印
刷
本
は
ボ
フ
ム
大
学
來
叩
学
研
究
所
図
書
室
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
京
都
外
国
語
大
学
図
書
館
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
、
川
立
脚
会
図
書
館
、
同
際
交
流
基
金
図
書
館
、
九
州
大
学
図
書
館
、
財
川
法
人
東
洋
文
庫
な
ど
に
現
存
す
る
。
な
お
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
に
日
本
学
会
と
日
独
文
化
協
会
編
輯
郁
文
堂
書
店
の
復
刻
が
あ
り
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
七
九
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六
三
）
に
は
科
学
書
院
か
ら
再
復
刻
さ
れ
た
。
口
「
日
本
に
お
け
る
王
立
日
本
医
学
校
用
薬
学
指
南
」
最
後
に
、
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
所
で
上
梓
さ
れ
た
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
。
。
‐
ほぃロロ①の田ご日巨の○回【ぽｍＨ】ｐｐｍ勺○ロ巳のぐ凶邑シ白ののＨｑのＨ「ＣＣＲ］⑫国①‐
ご
ｇ
）
の
著
述
「
日
本
に
お
け
る
王
立
日
本
医
学
校
用
薬
学
指
南
」
団の丙口○頁の出目』の』の】９旨、（○（□の⑦のロの①の目〕・口①臣の①Ｈ）（目的の貢已‐
丙のぐｍｐｑの門の旨のＨ］ご宍の］：、昂３①の①ロ①①、戸口ロ巳、ののり声８］（のｚ四‐
忠の鳥】・）］胃・］・田・○・可目］己のご目三の①ａの。ＣＣＲ》○感ＱのＨぐ目、の‐
因Ｃｐ９ぽの】ごウニ【○己。【］与丙のｚの△のユ四口』のっぽ①国の①巴）田の⑦国胃ケニ
ヶ○「の口、のご○①目ユののっぽ○○］）のｐい□①の旨〕四）日の円ｚの□のＨ］山口ロの◎ずの
Ｃ目嶌①且》の①日烏（』・臼の．旨』の日］四目。（一九・五センチ×
一
二
セ
ン
チ
、
背
皮
厚
表
紙
、
見
返
し
は
上
質
の
薄
青
色
紙
洋
紙
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に将来した書籍目
録』の扉〈財団法人
東洋文庫所蔵>。
書
籍
目
録
』
と
同
じ
よ
う
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
る
前
に
印
刷
が
終
了
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
あ
る
い
は
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
の
帰
国
前
の
、
同
年
六
月
ご
ろ
ま
で
に
印
刷
が
終
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ポ
ン
ペ
の
著
書
「
日
本
に
お
け
る
五
年
間
ｌ
日
本
帝
国
と
そ
の
国
民の知識への一寄与」「鴬］胃①日ロ】四℃目（］閉「‐房＆）》理‐
身凋①Ｓ己の丙の目』のぐ目匠のこ色目のｓの丙の」日のＨ且戸の：菅：のご‐
。］丙目、）い＆の》Ｐの己の■》届ヨー」、＆によれば、薬理学書の授業
の
方
法
と
薬
理
学
の
講
義
案
を
出
島
で
印
刷
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
の
ち
に
幕
府
は
私
の
手
引
書
を
印
刷
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
て
き
た
。
そ
こ
で
試
み
に
薬
理
学
に
関
す
る
も
の
を
出
島
の
印
刷
所
で
印
刷
さ
せ
て
み
た
。
し
か
し
出
島
の
印
刷
所
で
は
主
に
日
本
人
の
見
習
い
印
刷
工
に
や
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
費
用
が
高
く
つ
お
校
扉
物
洋
装
三
八
二
頁
）
で
あ
る
〈
写
真
⑫
、
》Ｂ》》州譲辨歴越鐘靴挙幽辣細匪勢録摩認
下
〉
。
こ
の
書
物
が
ど
れ
だ
け
印
刷
さ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
在
川
大
学
図
書
館
、
国
際
日
本
文
化
セ
ン
２百宝
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
写
こ
の
本
も
先
の
「
日
本
に
将
来
し
た
八
○
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き
、
仕
事
も
な
か
な
か
捗
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
一
年
も
こ
の
本
の
印
刷
に
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
も
そ
れ
以
上
続
け
て
こ
の
仕
事
を
し
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
も
っ
と
進
歩
を
と
げ
た
人
々
は
私
の
手
引
書
を
日
本
語
に
訳
し
て
、
そ
れ
を
印
刷
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
い
く
ら
か
で
も
実
行
に
移
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
が
そ
の
編
集
に
費
や
し
た
労
待
も
、
こ
の
書
物
の
も
た
ら
す
ｌ
そ
う
希
望
す
る
け
れ
ど
ｌ
利
益
に
よ
っ
て
十
分
報
い
ら
れ
る
こ
と
と
乢秘」と述べている。この記述を引川した古賀十二郎は、
これがボンベの「薬学指南」のように書かれて乢秘が、板
倉
雅
宣
の
論
文
に
よ
れ
ば
「
こ
こ
に
「
薬
理
学
に
関
す
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
八
六
二
年
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
所
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ⅱ
本
人
が
組
版
印
刷を行なった「【・円①因①のＳ呂三長□①【勺・亘①三①」〈痘瘡お
よ
び
牛
痘
接
種
法
〉
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
…
こ
の
本
を
川
版
さ
れ
た
も
の
に
、
八
木
弥
平
訳
「
散
花
小
一一一一ｍ」一八五八年川脇版がある。ちなみにこれは木版刷りに
（弧）
な
っ
て
い
る
」
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
論
考
も
ボ
ン
ベ
の
著
述
に
関
連
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
板
倉
論
文
の
印
刷
技
術
と
活
字
面
か
ら
究
明
さ
れ
た
推
測
説
の
方
が
、
む
し
ろ
雪
を
得
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
印
刷
本
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
論
文
に
、
佐
藤
恒
二
箸
「
ボ
ン
ベ
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）
滞
在
二
年
後
の
一
八
六
一
年
三
月
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
と
の
関
係
が
終
了
す
る
と
、
幕
府
の
外
国
方
顧
問
の
招
聰
を
受諾し、外交の助一一一一口と学術教授などの公的身分を帯びた任
務
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
彼
が
四
月
に
長
崎
を
離
れ
て
江
戸
に
向
か
う
と
き
、
も
は
や
印
刷
事
業
に
従
事
し
な
い
と
考
え
た
。
対
日
活
動
に
関
す
る
彼
の
覚
書
の
中
で
、
印
刷
所
に
つ
（躯）
い
て
何
も
記
述
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
事
実
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
来
Ⅱ
後
の
、
筆
Ⅱ
記
や
覚
書
、
草
稿
な
ど
に
も
印
刷
事
業
の
経
営
を
は
じ
め
、
書
籍
貿
易
に
関
す
る
記
述
は
、
箙
稀
の
調
査
し
た
史
資
料
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
幕
府
外
交
の
指
導
と
助
言
、
彼
本
来
の
目
的
で
あ
る
学
術
研
究
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、
印
刷
事
業
ま
で
従
事
す
る
意
欲
は
す
で
に
失
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
の
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
シ
ー
ポ
ル
ト
に
対
し
て
、
前
貸
金
の
総
額
八
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
返
済
す
べ
き
だ
と
迫
り
、
一
方
シ
ー
ポ
ル
ト
も
箸
出
島
の
和
蘭
印
刷
所
出
版
の
薬
物
学
書
」
Ｓ
日
本
医
事
新
報
」
第
八
五
六
号
昭
和
一
円
年
）
、
緒
方
富
雄
箸
「
佐
藤
恒
二
博
士
ボ
ン
ベ
著
出
島
の
和
蘭
印
刷
所
出
版
の
薬
物
書
へ
の
追
加
」
お
よ
び
岩
熊
哲
「
出
島
版
ボ
ン
ベ
署
薬
物
学
書
に
就
い
て
」
Ｓ
中
外
医
事
新
報
」
第
一
二
七
号
昭
和
一
四
年
）
が
あ
る
。
四
シ
ー
ボ
ル
ト
印
刷
所
の
廃
業
八
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出
島
の
印
刷
事
業
で
被
っ
た
大
損
失
の
補
償
を
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
要
（妬）
求している。この間の事情は、ジョン・マクリーンの謹輕並
に
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
一
八
六
二
年
一
一
月
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
シ
ー
ポ
（犯）
ル
ト
宛
に
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
下
記
の
署
名
者
た
る
私
は
、
最
も
尊
敬
す
べ
き
ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
氏
か
ら
、
一
八
六
○
年
六
月
か
ら
一
八
六
二
年
六
月
ま
で
の
川
給
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー
を
受
け
取
り
、
〈
シ
ー
ポ
ル
ト
氏
が
〉
七
月
二
日
ま
で
に
私
が
こ
こ
か
ら
…
…
号
〈
船
名
解
読
不
能
〉
で
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
行
く
た
め
の
船
賃
と
し
て
、
さ
ら
に
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
支
払
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
証明する。一
八
六
二
年
一
一
刑
一
日
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
こ
の
書
簡
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
、
以
前
、
印
刷
所
創
設
に
あ
た
っ
て
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
と
取
り
交
わ
し
た
「
介
意
文
書
」
の
通
り
、
月
給
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー
と
帰
国
へ
の
航
海
の
た
め
の
船
賃
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
支
払
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
、
同
年
五
月
に
す
で
に
帰
国
し
て
い
る
の
で
、
書
簡
の
内
容
か
ら
七
月
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
が
日
本
を
離
れ
た
こ
と
に
法
政
史
学
第
七
十
一
号
シ
ー
ポ
ル
ト
の
再
来
Ｈ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
の
顧
問
と
し
て
、
同
会
社
の
貿
易
に
関
す
る
様
々
な
提
言
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
会
社
の
契
約
が
切
れ
る
と
、
や
が
て
幕
府
の
外
交
顧
問
と
し
て
政
治
に
も
関
与
し
、
遣
欧
使
節
派
遣
計
画
の
相
談
役
を
請
け
負
い
、
学
術
教
授
で
は
従
来
の
よ
う
な
専
門
分
野
に
限
ら
ず
、
国
際
関
係
に
も
講
義
を
及
ぶ
な
ど
多
忙
な
日
々
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
欧
米諸国に対しては、日本に平和柳に開脚に迫ることを建一一一一回
し
、
幕
府
側
に
も
欧
米
諸
国
に
対
し
て
理
解
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
と
進
言
す
る
な
ど
し
た
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
意
図
す
る
外
交
は
結
果
的
に
は
時
す
で
に
遅
く
、
彼
の
胸
中
に
あ
っ
た
国
際
政
治
家
と
し
て
開国日本の文明誘披に寄与したいという希望ないし肚悩
も
、
も
は
や
夢
と
化
し
て
現
実
は
虚
し
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
シ
ー
ポ
ル
ト
本
来
の
目
的
で
も
あ
よ
っ
て
、
三
年
有
余
続
い
た
出
島
の
印
刷
事
業
も
、
六
月
末
日
を
も
っ
て
廃
業
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
印
刷
技
術
は
活
か
さ
れ
ず
、
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
、
印
刷
、
活
字
鋳
造
、
製
鉄
な
ど
の
研
究
家
お
よ
び
事
業
家
の
本
木
昌
造
（
一
八
二
四
’
一
八
七
五
）
に
よ
っ
て
、
中
国
の
活
字
鋳
造
法
が
導
入
ざ
れ
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
と
め
に
か
え
て
八
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る
、
大
著
「
日
本
」
、
『
ｎ
本
植
物
誌
』
の
未
完
部
分
の
完
成
と
、
「
Ｈ
蘭
英
仏
辞
典
」
の
完
成
、
さ
ら
に
Ⅲ
本
研
究
の
た
め
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
、
ま
た
生
き
た
植
物
を
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
気
候
馴
化
園
に
移
植
栽
培
し
て
、
会
社
の
発
展
に
も
寄
与
し
、
併
せ
て
印
刷
事
業
の
経
営
お
よ
び
書
籍
貿
易
に
も
従
事
し
た
い
と
い
う
企
業
家
と
し
て
の
側
面
を
帯
び
た
来
日
で
も
あ
っ
た
が
、
僅
か
三
年
有
余
の
滞
在
期
間
で
は
十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
失
意
の
う
ち
に
帰
国
を
余
儀
な
く
き
れ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
東
海
大
学
名
誉
教
授
向
井
晃
氏
、
Ｍ
大
学
教
授
沓
澤
宣
賢
氏
、
長
崎
大
学
教
授
姫
野
順
一
氏
、
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
助
教
授
滴
崎
克
則
博
士
、
ポ
フ
ム
大
学
東
亜
学
研
究
所
教
授
レ
ジ
ナ
・
マ
テ
ィ
ア
ス
博
士
、
フ
ラ
ン
ヶ
ン
タ
ー
ル
地
方
裁
判
所
公
認
翻
訳
士
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
講
師
生
熊
文
氏
、
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
永
松
実
氏
、
横
浜
開
港
資
料
館
調
査
研
究
主
任
平
野
正
裕
氏
、
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
館
学
芸
員
扇
浦
正
義
氏
、
財
川
法
人
東
洋
文
庫
山
村
義
照
氏
な
ど
、
多
く
の
力
々
か
ら
ご
教
示
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
ご
好
意
に
対
し
、
こ
こ
で
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
主一三ロ（１）］○百三四ＤＦＢ員も二一弓甸日冒ご目の一のす◎｝□目〔ヶ①○℃の已后
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）
。ご呂目）」の一四‐】の⑦①』貝弓すのｚのＳ①【一目□の少の⑫ＣＱ山〔一Ｃ二ｓ円］四目‐
ロ①の①のＢａの印・”勺亘一一つ己甸国ｐいく。どの一①ウ○一□・少ｎｏご〔［一ウ巨一○二〔。＆①
の白二『。｛〔すの四一の８ｄＢ｝宛①一員一．己のウのフミの①己］呂四ロ四二□＆①ｚの＆‐
の［｝目ｇＦの】Ｑ①ご】①「の．（横川伊徳著「幕末維新論集７幕末
維
新
と
外
交
』
所
収
〈
翻
訳
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
日
本
の
開
国
一
八
四
三’一八六六」〉吉川弘文館一一○○｜年）。
（
２
）
板
倉
雅
宣
箸
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
み
る
長
崎
の
印
刷
技
術
と
柄
字
」
（
「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
学
会
誌
」
○
二
タ
ィ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
学
会
二
○
○
○
年
）
。
（３）□【・西凶ご印【。【ロ①、□一のごくご日ウ巨日、の【の」①つ○一口・向旨の⑦の一のす‐
目①ご註日一一一①□①の程⑪。■ご□］①。］四ヶ昌巨ごロ①ロの・田のＢ凶、》］○声色ご」シ曰‐
す８⑫旨の団員ずぐ①『一四ｍ．］①ｓ・の・四ｍｍ‐、巴。（竹内精一訳「シー
ボ
ル
ト
父
子
伝
」
創
造
社
昭
和
Ⅲ
九
年
）
（４）固］Ｐ甸四①（］己・少亘の】一目頃乏の一ｍの①【ご日のＳ一緒》。□のロＣＣＲ日】
（の□①巳日四○肩の口四の震ｚａの【一目□のＳ①□日冥の【ご遡〈シーボル
ト記念館所蔵マイクロフィルム請求番ｎ万ｍｓ＄〉。
（
５
）
呉
秀
三
箸
『
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
」
（
叶
鳳
堂
大
肛
一
五
年
）
乙
編
三
九
七
頁
。
（
６
）
前
掲
書
註
４
四
二
○
頁
。
（
７
）
一
リ
ー
ム
は
五
○
○
枚
、
こ
こ
で
は
一
一
三
リ
ー
ム
と
あ
る
の
で
一
一
、
五
○
○
枚
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
８
）
前
掲
書
註
４
四
二
六
１
円
二
七
頁
。
（
９
）
シ
ー
ポ
ル
ト
再
来
Ⅱ
の
Ⅱ
的
の
一
つ
で
あ
る
「
Ⅱ
蘭
英
仏
辞
典
」
の作製及び刊行のことであろう。
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（
、
）
前
掲
書
註
２
六
○
頁
。
（
、
）
古
賀
十
二
郎
著
「
長
崎
洋
学
史
」
上
巻
長
崎
学
会
編
（
長
崎
文
献
社
昭
和
四
八
年
再
版
）
七
○
九
頁
。
（、）因］四・国の」ｍ・言の．シ巨の閂すの一自己、ご目の】のす。戸＆（・Ｚ僧四の昊」
□①己ざ．○三・つ①Ｈ屋のＰ〈『①【の日冨目二ｍ》□①ごロ【の（目〔の目の－，言の‐
（のロの・閂己の『言巨己の［Ｒの守昌一ｏ○三〔言の：日言の①己〉可・］一・
の已国ｓの」・囚胃・〈シーポルト記念館所蔵マイクロフィルム
請求番号雪麗］〉。
（
Ｂ
）
前
掲
書
註
１
原
文
八
三
頁
お
よ
び
同
書
の
横
山
伊
徳
訳
几
川
頁。
（
ｕ
）
野
村
正
徳
「
出
島
版
」
Ｓ
洋
学
史
事
典
」
Ⅱ
蘭
学
会
編
雄
松
蛍
出
版
昭
和
五
九
年
四
七
○
’
四
七
一
頁
）
。
（
過
）
川
田
久
長
『
日
本
に
お
け
る
洋
式
活
版
印
刷
の
沿
革
』
（
秀
英
社
大
正
一
五
年
）
、
板
倉
雅
育
「
Ⅱ
本
岐
初
の
石
版
印
刷
物
」
（
「
印
刷
雑誌」二○○年六月）、中根勝「日本印刷技術史」（八木書
店
一
九
九
九
年
）
、
古
賀
十
二
郎
「
海
外
交
渉
中
心
地
と
し
て
の
長
崎
」
Ｓ
開
圃
文
化
」
朝
日
新
聞
社
昭
和
四
年
）
、
神
崎
順
一
「天理図書館所蔵の長崎並びに出島版について」（天理図書
館
報
「
ビ
ブ
リ
ア
」
一
○
三
号
）
、
高
野
彰
「
幕
末
の
洋
書
印
刷
物
活
字
に
よ
る
見
分
け
方
」
Ｓ
東
海
地
区
大
学
図
書
館
協
議
会
誌
」
昭
和
六
三
年
四
月
二
五
日
）
等
々
。
（
肥
）
「
シ
ー
ポ
ル
ト
Ⅱ
記
」
ｌ
再
来
Ⅱ
時
の
幕
末
兇
聞
記
ｌ
石
山
禎
一
、
牧
幸
一
訳
（
八
坂
書
房
初
版
二
刷
二
○
○
六
年
二
月
）
三
二
頁
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
（
Ⅳ
）
原
資
料
は
、
現
在
ド
イ
ツ
の
ポ
フ
ム
大
学
東
亜
学
研
究
所
図
書
室
に所蔵されている。請求番号余三門ご曰‐］‐因‐二戸どこ‐
畳①［ｚ侭日の目①］の巨白、目Ｃ園目岡部〔長常〕駿河守］
（しＤＢの】のず○一ｓ目四円目・ロ①の】①己○一ｓ目四‐の四日日｝巨ｐｍＱ①【宛巨冑‐
ご曰くの［巴威（因○ｓ巨日・因ののｓ【］①ワのロ『①国のｓ日己〔》ごｍや．○（８
国四月四の８弓旨三】①のウ＆①ご）
（
旧
）
前
掲
書
註
、
七
一
一
’
七
一
二
頁
。
（
四
）
前
掲
書
註
Ⅱ
七
一
三
頁
。
（
別
）
前
掲
書
註
ｕ
三
四
二
頁
。
（Ⅲ）因］国・国の．］Ｃ・言の）吉の弓の］（巨砲へＤＢ目。、弓①ＲＰｇのこ｝□の己
の』＆①日】四日目の｝①ワ○戸＆〔□①８日す①【・臣①Ｐｇ一一・の已日Ｓ＠
ヶ一目①の勺畳①【』・囚葺９①ロ・〈シーポルト記念館所蔵マイク
ロフィルム請求番号の＆医〉。
（
空
前
掲
書
註
２
六
四
頁
。
（路）因］囚・司四①．ご図，□の．で『◎のロ①再巨向目目両用も用○向田叩瓢・ロ日。【‐
己の二口Ｃの己①丙〔ロのＨＣ２ｎ冑の一百□①【三四日』胃・巨己］召・のＳユヰー
量ＳのＰ区の言冨己のＣ冑三ｓの吉日の【丙目、のＰ因一の一ｍ三》田・局‐
日昌・岳の目〆余ｎ日」・因｝旨・〈シーボルト記念館所蔵マイク
ロフィルム請求番号、已塞〉。
（型）因〕■・甸四①．いつ・己の》勺日のロ①貢）『○口の日のす○｝ロケ①国巨の、①、のウのＰ
三＆の【一目□の＆の□Ｒ昌宍の風］尋・量・ロ①の一目・言、Ｅの曰の］の①Ｐ三一・
の己国Ｓのち一目の⑰で畳①ＲＬ・因一胃・〈シーポルト記念館所蔵マ
イクロフィルム請求番号のｓ君〉。
（妬）シーポルトの自筆「日記」については、「独文日記」は
八四
Hosei University Repository
二
○
○
五
年
（
平
成
一
七
）
に
八
坂
書
房
か
ら
「
シ
ー
ポ
ル
ト
日
記
」
ｌ
再
来
日
の
幕
末
見
聞
記
Ｉ
（
石
山
禎
一
・
牧
幸
一
訳
）
と
し
て州版。「蘭文日記』は、長尾正憲箸「福沢屋諭吉の研究」
（
第
三
章
シ
ー
ポ
ル
ト
文
久
元
年
の
Ⅱ
記
に
つ
い
て
〈
史
料
〉
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
一
八
六
一
年
の
Ⅱ
記
」
思
文
闇
出
版
一
九
八
八
年（昭和六一一一）がある。ただし、「剛独混合文Ⅱ記」は未
解読である。
（
船
）
板
沢
武
雄
署
「
Ⅱ
剛
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
〈
古
川
仏
文
館
昭
和
三
六
年
五
○
四
’
五
一
円
頁
）
。
（
〃
）
前
掲
書
註
ｕ
二
八
’
二
九
頁
。
（邪）・呂二の》向日ロ註已、のウ①の庁豈、目ぬぐ目閂己のＨ日目Ｒ自国目呂冒
＆（・ロ①の百四「日呂（届巴苣。］一・のご国＆①。］因｝呉庁・〈シーポルト
記
念
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号
＠
ｓ
含
〉
。
（
別
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
「
大
日
本
古
文
鍔
」
幕
末
外
川
関
係
文
書
之
一
一
一
六
東
京
大
学
蔵
版
昭
和
六
一
年
山
川
復
刻
再
刊
：
「
八
三
二
Ⅱ
長
崎
奉
行
上
申
書
老
中
へ
シ
ー
ポ
ル
ト
貨
幣
引
換
方
に
つ
き
書
面
差
出
の
件
シ
１
ボ
ル
ト
よ
り
本
国
江
送
候
書
面
和
解
Ｒ
本
貨
幣
一
件
開
章
（
刀
延
元
年
申
三
川
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
荒
木
熊
八
和
解
千
八
百
五
拾
九
年
十
一
Ⅱ
廿
七
日
未
’
一
月
四
日
シ
ー
ポ
ル
認
之
「
水
野
忠
徳
雑
録
」
収
載
）
。
な
お
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
荒
木
熊
八
の
原
文
翻
訳
「
シ
ー
ボ
ル
ト
よ
り
本
国
へ
送
る
書
面
和
解
：
日
本
貨
幣
一
件
開
章
」
の
原
史
料
は
、
九
州
大
学
・
九
州
文
化
史
研
究
施
設
、
松
木
文
庫
五
二
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
別
）
武
藤
長
蔵
著
『
対
外
交
通
史
論
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
昭
和
一
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）
八年一一五三頁）。
（
Ⅲ
）
前
掲
書
註
刈
二
五
一
’
二
八
四
頁
。
（
聖
「
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
」
ｌ
日
本
に
お
け
る
五
年
間
ｌ
沼
田
次
郎
、
荒
漸
進
共
訳
新
異
国
叢
書
第
１
輯
第
、
巻
雄
松
堂
書
店
一
九
六
八
年
二
七
八
’
二
七
九
頁
）
。
（
翌
前
掲
書
註
Ⅱ
七
一
八
’
七
一
九
血
。
（
弧
）
前
掲
書
註
２
七
一
頁
。
（
翌
．
（
別
）
前
掲
書
註
１
原
文
八
川
風
、
訳
文
九
五
頁
。
（町）前掲書註１厘文八一一一頁、訳文九五’九七頁。
（銘）因］国・甸四①．］〕・言の》少巨の閂ワ①】日侵へＣ巳（〔目ぬぐ○口の』己の【‐
日四員目の】のケＣｌ９》＆（・ロ①Ｑ白四』・ｚＣぐ・扇Ｂ》す。］一・の已国＆①》
ワ一目のの勺員①【・］・因］曽呂目・〈シーボルト記念館マイクロ
フィルム請求番号、Ｓｍ、〉。
（
羽
）
踵
尾
Ⅸ
憩
著
「
禍
沢
屋
諭
吉
の
研
究
」
（
忠
文
閣
出
版
一
九
八
八
年
四
九
九
頁
）
。
以
止
八五
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